
目的

窓を背にした位置に被検者を誘導する

曲率半径が小さい

直乱視
不正乱視

角膜が急峻 角膜が扁平角膜のパワーが大きい。

角膜表面が平滑 ドライアイ・角膜上皮障害・瘢痕など

正常

リングが

均一正円
リングが

ギザギザ
円が

不規則

同心円の

間隔が様々

水平線と垂直線の反射像の径

が異なり楕円

表在性混濁 瘢痕・潰瘍 円錐角膜
直乱視

（正乱視）

倒乱視

（正乱視）

観察孔

カラーマップコード
赤色に近づくにつ
れて屈折力が強
い。角膜の突出
部である。

フォトケラトスコープ
ビデオケラトスコープ

自分の結果を
図示しよう！

カーブの傾斜が急。

角膜のパワーが小さい。

カーブが緩い。

中央のリングの大きさはどうか？

中央のリングの形はどうか？楕円である

リングの直径が大 リングの直径が小

不正形である

間隔が狭く細い 間隔が広く太いリングの間隔と線の太さはどうか？

幅は太くギザギザなリング幅は細く平滑で均一なリング リングの平滑さはどうか？

被検者の角膜全面に Placido 角膜計の同心円が

反射するように角膜計を近づける

検者は観察孔に＋10D を接着させ、反射像を覗き観察する正視の人なら被検者の角膜か
ら約 10cm でピントが合うよ！

倒乱視

横長 縦長

曲率半径が大きい

角膜形状検査-Placido 角膜計

準備物 Placido 角膜計・＋１０D 検眼レンズ

角膜形状検査-角膜トポグラフィー

マイヤーリング
角膜の表面に
多数のリングを
投影し、その歪
みを解析する。

参考

スリットスキャン式（ＯｒｂｓｃａｎR ）

左右にスキャンするので後面の厚さも測定可能。
表示方法は色々。

パワーマップ
角膜前面・後面の
屈折力

elevation map
角膜前面の三次元
形状を基準球面より
の凹凸として表示

角膜厚分布

・白内障手術術前・術後の角膜形状の経過観察
・コンタクトレンズ処方時及び定期検査
・角膜屈折異常や(不正)乱視の検出

・屈折矯正手術術前・術後の経過観察

Placido 角膜計

前田直之：眼科検査法ハンドブック第 3版 P251 他

旧式すぎて、現在は使わないね。
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角膜形状検査-フォトケラトスコープ

急峻

平坦

前田直之：眼科検査法ハンドブック第 3 版 P249 他

正常角膜

角膜形状検査-ビデオケラトスコープ 例）TMS-TOMEY

直乱視 角膜移植後

ドライアイ 初期円錐角膜

正常角膜

高度円錐角膜

直乱視円錐角膜

Photorefractive

keratectomy 術後

高静花：視覚の科学３巻４号 P111他

外下方に偏心することが多い。分類として
１度：周辺のマイヤー像は正常

2度：周辺のマイヤー像も不正円
3度：変形のため周辺のマイヤー像の撮像不能がある。

別所健一郎・前田直之：
眼科検査ガイド P427

図に一部加筆
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